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福祉団体 練馬家族会は、精神障害者を持つ家族が集まり、精神
保健福祉の啓発・啓蒙活動、及び自助活動を行なっています。

1 月 27 日（木）　大泉学園駅前 勤労福祉会館に於いて
「ねりま発・地域いきいき・４」が盛会のうちに終了

第 6 回文化交流会が、大泉学園
駅南口から徒歩 3 分ほどのところ
にある、大泉勤労福祉会館集会室で
開催されました。練馬家族会は昨年
度に続き、共催という立場で 2回目
の参加となりました。前回に引き続
き、実行委員を 1名選出し、区精神
障害者共同作業所連絡会実行委員メ
ンバーとともに、半年あまりの間で

したが、年齢の差を超えて、共に一
つの目標を達成するするためにがん
ばってきました。
当日は、新年にふさわしい出し物

に会場は大いに賑わい、また、会場
壁面には、区内精神保健福祉関連施
設の紹介ポスターとともに、家族会
のパネルも展示されました。
関連記事を 4ページに掲載しています。

● アンケートを実施した背景

精神に障害がある当事者を抱える
「家族」にとって、彼等・彼女達の
ことを考えない日は無い、と言って
も過言ではありません。病気にさせ
てしまったことへの後悔の気持ちも
さることながら、彼等の未来に、確
固たる保障も夢もない現在の精神保
健福祉の状況では、暗い気持ちに押
しつぶされ、悲観的になっている家
族がたくさんいます。
練馬家族会会員の多くは、この会

に入ったことで、多少とも救われて
いると考えられますが、精神障害者
の家族が持つ悩みの根源は、未入会
の家族と同じです。

ですが、家族会にいることで、発
言できる、行動できる、という利点
を大いに利用してください。そして、
社会を変革できる可能性も含んでい
ることを忘れないで下さい。

● アンケート内容について

アンケートで求めた、問題提起の
選択肢は、次の 5点です。
① 救急体制の充実
②自立のための訓練施設の充実
③スティグマ（偏見）の解消
④就労または自立資金の確保
⑤その他
現在、家族が困っていること、例

えば、家に閉じこもっている・薬を
飲まない等の個人的な悩みではなく、
精神障害者自身やその家族が、安心
して地域や社会で生きていくための
4点を挙げ、その中から 1点のみの
選択という、難しい判断をお願いし
ました。また、その 4点に含まれな
い問題提起がある場合は、その他に
記載してもらいました。

● 総括として

今回提起した 4点以外に、貴重な
2点の意見がありました。2点とも
当事者を抱える家族だからこそでき
た問題提起です。特に作業所職員の
質を言及されたことは、これまでの
家族会会員には考えられなかった盲
点を示され、大変参考になりました。
今回の定例会に、残念ながら出席
できなかった会員の方も、この報告
以外に、「これだけは」というご意
見をお持ちでしたら、ぜひ、提案を
して下さい。今後も、会員一人一人
の意見を取り上げ、この会報誌上に
可能な限り公表していく予定です。
また、今春、NPO 法人化を成し
たあかつきには、この結果を踏まえ
ながら、今以上に、地域や行政に対
して、私たちのことを訴えていきま
しょう。
尚、アンケートの結果は 2ページ
に掲載してありますので、ご参照く
ださい。

今、知ってもらいたいこと 精神障害者を持つ家族からの提言
2005年最初の練馬家族会定例会が、1月28日（金）にサンライフ練馬で持たれました。その席上、広報よ
り「今、精神障害者の家族が地域や社会に一番訴えたいこと」を会報に掲載したいということで、アン
ケートをお願いしました。ここにその概要を報告します。
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当日は、光が丘保健相談所で「統
合失調症家族教室」の講座があった
ためか、参集した会員も少なかった
のですが、保健師さんの参加もあり、
内容は充実したものになったと感じ
ています。

当日のアンケートについて

先ず、本誌表紙でもお伝えして
いる、アンケート内容の詳細と結果
は、右の表のようになりました。ア
ンケート母数は 19 名です。
5番の「その他」については、次
の 2点が寄せられました。

•100人に1人の率で発症する統合失
調症ですが、当事者を含め皆が無
知で関心が薄いため、フォローや
ケアシステムが米国と比べ整備さ
れていない。継続医療が続けられ
る体制作りをしてほしい。
•作業所の職員の質を向上させる指
導機関がほしい。

「その他」を含め、私たち精神障
害者の家族にとって、どの項目も外
すことはできないという意見がたく
さんあったことも、ここでお伝えし
ておきます。

新会員さん

さて、3名の新会員を迎えての定
例会は、新会員から現在の状況を話
してもらい、古参会員や保健師さん
から意見を発言してもらうという形
式で、話が展開していきました。

Q入院中の息子の退院後、ア
パートで一人暮らしができる

か不安。

Ａ先ず、生活訓練施設やグループ
ホームの利用を考える。
Ａ孤立しない生活にするため、病院
からの訪問看護や保健師さんの訪
問を受ける。

次の新会員さんのお話では、20
代半ばの娘の状態は安定しており、
デイケアや作業所には行っていない
が、お母様と当事者のやり取りの紹
介が素晴らしく、逆に既会員がアド
バイスを受けました。
Ａ親ができること、できないことを
話し、仕事を分担している。
Ａ友達をたくさん作ることを進める。
Ａ無視をしながらも、実は注意深く
当事者を見守っていく。

Q30代前半の息子。退院後、引
きこもり気味で、薬を飲み忘

れたりもする。また、風呂が嫌いで、
なかなか入ろうとしない。なんとか
風呂に入れさせる方法を知りたい。
Ａ親が主治医に会って、当事者の状
態を話すことも必要だ。
Ａ当事者の話を聞いてあげる。
Ａ急性症状後の引きこもりは、時間
が経てば解決する。
Ａ風呂に入らないのは、社会との接
触が必要ないからであり、社会と
の接点を作っていくことが必要だ。

Ａ妙齢の女性が親戚にいたら、注意
してもらう。

また、話の途中で、いくつか参考
になる意見も出されましたので、記
載しておきます。

アパートを借りる際の保証人や
損壊の場合の修理費や相談等に
ついて

•NPO法人が保証人になることも
できる。
•アパートを借りる際に、保険加入
を義務付けているところもある。

ホームヘルプの利用について

•親と同居していても利用できる。
•精神障害者と高齢者ではホームヘ
ルプ利用の意味が違い、精神障害
者に対しては、次の点を重視する。
▪当事者の力を引き出していく。
▪共に作業をやっていく。

平成17年1月度定例会 報告
2005 年 1 月 28 日（金）13:30 ～ 17:00 　サンライフ練馬 研修室

■ アンケート結果

1 夜間や休日に当事者の精神状態が急変した際、相談または
対応してもらえる体制を整備してほしい。 3 名

2 将来、自立して生活していくための訓練施設が足りない。
受け入れ施設をもっと作ってほしい。 6 名

3
親類や近所の人達に、当事者がいることを言えずにいる。
なぜなら、差別や偏見が怖いからだ。社会的な意識の向上
を国民全てに行きわたるような施策をしてほしい。

5 名

4

障害が軽く障害年金を受けることができない状態だが、そ
のような当事者を受け入れてくれるような仕事が少ない。
就労の場の確保、または自立して生活できるような、なん
らかの手段をこうじてほしい。

3 名

5 その他 2 名
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毎年恒例の練馬区新年賀詞交換会
に、練馬家族会を代表して、橋本会
長、私、工藤氏の 3名が出席しまし
た。練馬区を主体とし、区に係わる
諸団体等も参集する盛大な催しでし
た。
寒い中でしたが、快晴に誘われて、
大勢の方々が参集され、会場に入る
と大きな体育館を思わせる広さの中
で、雛壇が霞んでいるようでした。
各テーブルの上に練馬区出張所の名
前が出ており、係の方の誘導で桜台
出張所のテーブルに着き、開会挨拶、
国歌斉唱、来賓紹介、志村区長と小

林区議会議長の年頭の
挨拶、練馬区の歌斉唱、
岩崎区議会副議長の乾
杯と式次第が進み、そ
の後、賀詞交換懇談に
入りました。
この時とばかり、会
報（新年号）、家族会入
会案内、片山先生の講
演会チラシを１セット
にして、60 セット用意

した資料は、区長、各議員、医師会、
その他来賓の方々に重点的にお渡し
しながら、面談し家族会の PRに努
めました。
家族会の活動に関し、各人各様に
反応があったことは、有り難いと感
じました。今年はNPO法人練馬家
族会になることも PRし、各氏から
励ましの声をいただきつつ、会場を
後にしました。　　　（副会長 佐藤）

練馬区賀詞交換会出席報告
2005 年 1 月 7 日 12：00 ～　　於：豊島園ホール

この日は風も強く、厳しい寒さに
も係らず、会場発表 2004 名の参加
者で、熱気に包まれていました。
国の平成 17 年度予算案改正で、
介護保険制度、郵政民営化法案、障
害者自立支援給付法案が、1 月 21
日召集の通常国会に提出されていま
す。これは障害者の地域生活を左右
する重要な問題です。その中の介護
保険改正案に含まれていた「対象範
囲の拡大」は、介護保険の無駄や障
害者福祉制度の見直しが先決、とい
う意見が強かったために見送られ、
「附則」として扱われる余地が残さ
れました。しかしながら、この「対
象範囲の拡大」は、今後の障害者福

祉の向上につながるため、3団体（日
本身体障害者団体連合会・全日本手
をつなぐ育成会・全国精神障害者家
族連合会）が主催し、その他多くの
障害者団体や関係者団体の協賛を得
て、「障害者があたりまえに地域生
活を送れるように！」のスローガン
の下、声を大にして訴えるため、こ
こに参集しました。
また、尾辻厚生労働大臣をはじめ
とする国会議員の来賓の挨拶の中で、
「給付介護は究極の福祉であり、就
労年金所得保障の確保、住居制度な
ど、現状を切り開くために皆様の意
に対して係っていきたい。地域の中
で、安心して生活できるよう財源の

裏付けをする。障害の種類を問わな
い介護保険サービスへ見直しをした
い。」等の発言がありました。
最後に、次の 6項目の緊急アピー
ルをしました。
①就労と年金による所得保障の充実
②利用者負担は個人単位で
③地域の中での居住支援
④外出や移動の手段の保障
⑤障害者への介護保険制度の活用
⑥郵便料金の減免制度の存続
この集会では、障害者の置かれて
いる現状や窮状を訴える、各障害者
団体の熱のこもった発言に、会場参
加者は真剣に聞き入っていました。

（会長 橋本）

障害者地域生活支援システム確立全国緊急集会
～介護保険制度の利用での実現を求める～

2005 年 1 月 12 日（水）13:00 ～ 15:00　　於：日比谷公会堂

ホームヘルプについて、当事者と
家族の間に他人が入ることで、良い
方向に向くこともある、という意見
が保健師さんよりありました。

福祉事務所の担当ワーカーの勤
務形態、そして、どういった人
が従事しているのか

•生活保護を受給している場合は、
月一度の訪問をする。
•区役所に勤務している一般の事務
職が配置され、保健福祉関連の研
修を受けるが、資格は問われない。

その後も、会員各々や保健師さん
から貴重な意見や提案などが出され、
終了間近の 17 時 10 分前に、お開き
となりました。　　　（編集部 高田）
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実行委員会に参画して

初めて文化交流会実行委員会に参
加しました。実行委員は若い人がほ
とんどで、60 歳代は私一人でした。
これまでも実行委員として参加され
てきた人が多く、また地域に詳しい
方が多いようで、噺家さんをどのよ
うに探し出すのかも、何処何処で落
語会が持たれているとか、私にとっ
て目新しいことが話され、感心して
しまいます。
ゲームにしても、私のような年に
なりますと離れてしまっています。
福笑い、カルタ取り、独楽回し等、
随分昔のことです。実際に作ってき
てくれて、試しにやってみたりして、

楽しんで参加していました。
会場を考え、参加者を考えながら、
必要な段取りにも、次々に意見が出
されていきます。細かいところにも
配慮されて、感心してしまいます。
仕事が終わった遅い時間からの集り
にも係わらず、皆さん熱心に参加さ
れていました。
私の息子は未だ作業所には行って
いませんが、このような暖かい職員
の方々の居る作業所は、安心できる
と思いました。無事に文化交流会が
終わってホッとしています。ご協力
ありがとうございました。

（編集部 木下）

初めて参加して

練馬家族会は家族の自助に由来す
る活動が本来ですが、地域の福祉団
体と横のつながりを築くという意味
で、共同作業所の文化交流会の開催
に、共催という立場で、昨年より参
画しています。
私自身は、この催しを当事者の「お

楽しみ会」程度にしか考えておらず、
一座に加わる気持ちは無かったので
すが、今回はプロの落語家の高座が
聞けるということで、当日をとても
楽しみにしておりました。
最近の科学的な研究では、笑うこ
とが、身体の様々な不調を退ける一
助になるとの報告があります。また、
縁起をかつげば、「笑う門には福来
たる」という言葉もありますように、
日頃何かとストレスの多い現代社会
も含め、とりわけ、我々を取り巻く
精神保健福祉の世界に於いては、こ
の「笑い」は、求められていること
のひとつではないでしょうか。
二ツ目ながら、将来の活躍が予

ねりま発・地域いきいき・４
～笑うことから始めよう～

福祉用語
の基礎知識
耳慣れない専門用語の意味を理
解することも、福祉活動の第一歩
とも言えます。

● スティグマ

英語では [stigma] と記述する。
起源はギリシャで、奴隷や犯罪者
であることを示す肉体上の焼き印、
つまり肉体上の「しるし」のこと
であった。転じて、肉体的特徴、
性格的特徴、宗教的特徴、人種的
特徴、民族的特徴等が、マイナス
のイメージを与える可能性がある
場合に使用する。
精神保健福祉で用いる場合は、

「偏見」と置き換えるとよい。

● マルセイ

報道機関や警察機関で、精神障
害者のことを指す言葉で、いわゆ
る隠語である。差別的だというこ
とで、使用を止めようという動き
もあるが、残念ながら、現場では
まだまだ使われているようだ。

● 刑法39条

条文は「心神喪失者の行為は、
罰しない。心神耗弱者の行為は、
その刑を減軽する」と規定されて
いる。その決定は最終的に裁判所
が決めるのだが、精神障害者が犯
罪を犯した際、正当な裁判を受け
る権利を持たないということでも
ある。また、マスコミでは精神障
害者の犯した犯罪は匿名報道とし

ているが、これも、差別を生み出
す原因ではないかという意見もあ
る。すなわち、犯罪を犯した者は
精神障害者であっても等しく裁か
れ、その罪を償うべきだという考
えである。

● 瘋癲院

[ ふうてんいん ] と読む。別名と
して瘋

ふうきょう

狂院や脳病院または保養院
とも呼ばれていたこともある。こ
れは、精神病患者の治療・保護の
目的で作られた病院のことで、意
図的に病院名に精神という単語を
入れる所は稀であった。
現在でも、△●病院の精神科、
□×クリニック、○▼サナトリウ
ム等という用い方が多く、精神を
病院名に使っているところはかな
り少ないようだ。
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家族会事務所で、今年初めての
NPO準備会議を開いた日に、この
イベントがありました。会議終了後、
有志でさっそく見物に出かけました。
家族会事務所がある地元商店街、
江古田ゆうゆうロードのナイトバ

ザールは、商店街振興組合が 2ヶ月
に一度開催している催しで、その日
は商店街が縁日のように賑わいます。
今回は、一月の寒い夜にも係らず、
大変な人出でびっくりしましたが、
出店していたえごのみ

3 3 3 3

のスタッフに
お聞きしたところ、暖かい時期は、
もっと凄いということで、さらに驚
きました。次回は 3 月の予定です。
練馬家族会も出店する権利があると
のことで、いずれ何かの形で参加し
たいですね。　　　（編集部 長谷川）

（前号からの続きです）
2. 抗精神病薬の未来
① 器質変化の予防の可能性
統合失調症にかかると脳がしぼん
でくるのではないかという、脳の器
質の変化が問題になっている。服薬
をしている人の脳と再発を繰返す人
の脳を比べたところ、前者は健常者
の脳と同じで、後者は脳質の拡大（脳
の萎縮）が認められた。薬を飲めば
脳の萎縮進行を止められるのではな
いかといわれている。
② オーダーメイド医療の可能性
現在、同じ病名・処方でも、個人
によって薬の効果が異なる。それは、
病気を起こす原因となる遺伝子が異
なるからであり、薬剤の作用、代謝
部位に個人差があるためである。
これらの個人差は、症状の原因と
なるセロトニンやドーパミンといっ
た脳内物質の抑制に強弱が出て、薬
の効き方に差異をもたらす。つまり、
薬効は原因となる遺伝子の差か、受
容体の個人差に基づく可能性がある
ということである。従って、遺伝子
レベルの研究が進み、原因となるそ

れぞれの遺伝子が解明されれば、将
来はオーダーメイド医療になるであ
ろう。
講演後の質問に、オッズ比 1.98（発
症確率）では「有意に頻度が高い」
とはいえないのではないか？との指
摘があった。先生はそれをある程度
認めた上で、より多くの家族サンプ
ルを集め、より精度の高い分析をす
るための、家族に対しての研究協力
の要請があった。
以上が講演の概略である。

Ⅲ . 私の感想

今回の講演によって、対処療法か
らの治癒への可能性に希望を持てる
のではないかと思った。10 年以上

前から始められた統合失調症の遺伝
子研究は、現在 12 個の染色体座位
がつきとめられているという。これ
からもより多くのことが明らかにさ
れそうだ。
弱い効果の遺伝子による複合遺伝
子疾患であるとされる、統合失調症
の原因となる遺伝子が突き止められ
たら、薬も現在のような対処療法で
はなく、個人に合わせた効果の素早
い処方が可能となる。「匙加減」で
しか薬の効用が計れない医療から開
放されたら、不適切な薬による副作
用も軽減されうる。また、この解明
の遅れた病に完全治癒への道も開か
れることだろう。統合失調症では環
境要因の関与も大きく、原因となる
複数の遺伝子との相互作用の解明に
時間はかかるかもしれないが、いつ
かは病気の予防さえも可能となるか
もしれない。　　　　　（会員 依田）

平 成 16 年 度 第 5 回 精 神 研 都 民 講 座・参 加 報 告

「分子生物学から見た統合失調症」
2004年12月21日14:00～15:30　会場：千駄ヶ谷 津田ホール　講師：糸川昌成氏

1月 22日（土）17:00～

江古田ゆうゆうロード

ナイトバザール

想に難くない、実力ある立川談修
さんの高座の演題は、お正月しか
聞けない縁起物の「かつぎ屋」と、
知ったかぶりを揶揄する、お馴染み
「転

て ん し き

失気」の二題でした。私は、最
前列で、生の落語を大変堪能させて
いただきましたので、これだけで今
年の福をいただきましたが、残念な
がら、当事者の方々は居眠りする人
が非常に多かったです。これに懲り
ず、いつの日か落語を楽しめるよう
になってくれることを期待します。
踊りまでご披露いただいた高座が
終わり、私は所用で中座しましたが、
その後のゲーム大会も盛会だったと
いう報告を聞いております。企画や
準備にたずさわったスタッフの皆さ
んのご苦労を感じつつ、開催の成果
を次回につなげられることを願って
おります。　　　　（編集部 長谷川）

「分子生物学から見た統合失調症」の前号記事で、「目標となる遺伝子（候補
遺伝子）を選ぶが、統合失調症においてはドーパミン受容体、セロトニン受
容体などのグルタミン酸受容体がこれにあたる。」と掲載しましたが、これは、
「目標となる遺伝子（候補遺伝子）を選ぶが、統合失調症においてはドーパ
ミン、セロトニンと共に注目されている興奮性アミノ酸である、グルタミン
酸の受容体がこれにあたる。」の間違いです。編集段階での誤記掲載にあたり、
著者の依田さんと読者の皆様にご迷惑をおかけいたしましたことを、謹んで
お詫び申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　（文責：編集部 長谷川）
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最初に、講師より、今年度の精神
研都民 6講座の総括と感想が述べら
れ、精神科医療は日本だけではなく
世界でも遅れているということが紹
介された。

統合失調症という病気の概略

統合失調症の概略を、7項目に分
類して話された。筆者が印象に残っ
た項目のみを、以下に挙げるので、
参考にしていただきたい。
●どのような病気か
「個」の存在が危ういため、自己
の世界に閉じこもってしまう。家
族や治療者が、人生の歩み方を上
手に指導することで、安定と依存
の関係が保たれる。
●経過の特徴
治療しないと進行し、治るまでに
時間がかかり、経過は人によって
違っている。
●回復と課題
生活支援として、できないことを
人に助けてもらう、お願いをする
スキルを身につけるようにする。
●生活史からみた場合
5 年間再発させないことを目標に
する。
●回復に向かうイメージ
自分の人生を主体的に、楽しく生
きていこうとする人が回復する。
●回復の契機
人を信じ自分も信じる。それは、

人の中で生きていくことが必要だ
と気づくことでもある。

その病を持つ家族支援の概略

このテーマでは、23 項目に分類
しての展開だったが、筆者の独断で
カテゴリーを選択し、重要だと考え
られる内容を挙げる。
●家族に対する関係者の見方の変遷
現在は支援を必要としている存在
である。
●家族の困惑
病気を病気として受け入れられな
い。
●家族支援とは
患者の回復促進とともに家族自身
の疲弊を防止するためにも、専門
家の手助けは必要である。
●当事者回復：家族ができること
希望を持ち続けることが大切であ
る。
●治療への導入
家族は治療者を信頼する。
●感情表出の研究
巻き込まれない、批判や敵意を持
たない。
●本人との接し方
家族の期待は良くすることを知り
たがるが、専門家は悪くしない方
法を伝えたい。
●基本となる考え方
今以上に、すぐには良くならない。
悪くしなければ必ず良くなる。

●回復の心理的過程
「今のままで大丈夫」から「一歩
踏み出す」。そして、「これも自分
の人生」だと認める。
●疲弊や悲観を乗り越える
自分だけが特別ではないと考える。
●疲弊を予防するための方法
夫婦間での理解と協力を高める。
孤独の解消と息抜が大切である。
家族にできないことは人に頼むこ
と。
●健康な家族とは
夫婦関係が円満で、皆が何でも言
い合うことができ、意味ある時間
を共有し、家族構成員が個人とし
て尊重され、相互扶助の雰囲気が
あり、家族が外部に開かれている。
●家族支援の総括
奇跡を期待せず、当たり前のこと
ができれば良いと考えること。こ
の当たり前のことができるのは、
実は大変なことであると認識する。
そして、勉強と意見交換を続ける
ことで、そのための力をつけるこ
とができる。

また、講師がたずさわっている、
ひきこもり支援組織の紹介の中で、
家族も一緒に手伝いをする、すなわ
ち、人のために成ることで元気にな
れる、という紹介があった。個人的
には、これはNPO法人化後の事業
を考える際の参考となった。
来年度の精神研都民講座の特集は

「躁鬱病」ということである。時間
が許される限り参加したい。

（編集部 高田）

平 成 16 年 度 第 6 回 精 神 研 都 民 講 座・参 加 報 告

「 統 合 失 調 症 の 家 族 支 援 」
2005年1月18日14:00～15:30　会場：千駄ヶ谷 津田ホール　講師：白石弘巳氏

投 稿 募 集
本誌は、練馬家族会の連絡記事
のみならず、精神保健福祉の啓
発・啓蒙に関連する記事を、会
員有志の執筆で、現在まで発行
を続けていますが、ご意見ご要
望や、記事の投稿を、会員だけ
ではなく、一般の読者の方にも
募っております。ぜひ、皆さん
の文章・記事を編集部の方にお
寄せください。
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パソコン教室
基本操作からホームページまで、
パソコン書籍著者がマンツーマ
ンで直接教えます。年配の方、
初めての方でも大丈夫です。

週１回１時間のレッスン
入会金8,000円・月謝12,000円
無料体験講座随時実施中!!
場所：中村橋駅から徒歩5分
問合：03-3926-2451（オフィス棒屋内）

パソコン教室 この会報をご覧になった方に限り

襖　貼替   特価 1枚 2,500円
障子貼替   特価 1枚 2,300円

その他、内装工事すべて
通常より１割５分引き

親切・丁寧にお引き受け致します。

電話：03-3992-6550
内装工事一式　襖・クロス

橋本表具店

広 告 募 集
練馬家族会は、会員の皆様から
の年会費と練馬区からの補助金
等で、現在まで活動を続けてい
ますが、現状の予算では活動に
制約が出てきました。そこで、
当会報や家族会ホームページに
製作協力をお願いしております。
練馬家族会のスポンサーとして、
私達の活動を応援してください。
よろしくお願いいたします。

家族会NOW!!
● 栄町本通り商店街振興組合新年会

表題の催しが、1月 6 日（木）に
栄町会館で開催されました。当会よ
り、山田・長谷川が出席し、地域商
店街や議員さん達と交流しました。

● 第5回文化交流会実行委員会

表題の催しが、1 月 13 日（木）
にほっとすぺーす練馬で行われまし

た。当会より、広報担当の木下が出
席しました。

● きらら運営委員会

表題の催しが、1 月 18 日（火）
に情報公開室 2階で開催されました。
当会より、橋本会長・渡邉副会長が
出席しました。

● NPO準備委員会

第 8回目になる表題の催しが、1
月 22 日（土）に練馬家族会事務所

で行われ、家族会会員 13 名が出席
しました。

● 2004年「単会実態調査」

上記の冊子を、東京つくし会より
送付していただきました。ありがと
うございます。

● 大泉病院デイケア科ニュースレター

「あんてな」No.7 を送付していた
だきました。ありがとうございます。

武蔵大学MMS研究会・NPOサポートセンター・練馬区主催 シンポジウム参加報告

NPOで拓く地域社会～NPO・大学・行政による地域連帯～
日時：2005 年 1 月 29 日 13:00 ～ 16:30　　場所：武蔵大学 50 周年記念ホール

表題の催しに、単身参加してきま
した。家族会のNPO法人化に向け、
今後、正会員になられる方にとって、
大いに参考になる報告をします。
NPOサポートセンター理事長で
ある山岸秀男氏の講演では、最前線
ならではの意見が聞けました。
先ず、NPO とは何かということ
から、次の言及をされました。
◎自分の団体の活動を、一行で、で
きるだけ短く言えるようにする。
◎NPOは社会的事業を担う、コ
ミュニティビジネス集団であり、
そこでは、事業をやるということ
を忘れてはならない。
次に、事業をするために必要な資
金の確保、特に寄付や助成金をもら
えるための条件を提示されました。
◎寄付をしてもらえるようなミッ
ションを考える。すなわち、なぜ
それに取り組むのか、なぜそれが

必要かという目的を明確にする。
昨今流行りの「協働」ですが、
NPO活動としては、これだけは譲
れないという提言もありました。
◎行政の下請けにならない。
◎行政との協働では、自分たちの立
場を明確にする。すなわち、市民
と行政は対等であるという意識を
忘れるな。
氏は、NPO 発祥の地であるアメ
リカで研修をされ、日本でNPOを
普及させた人物でもあるため、彼の
地での歴史や現状も紹介しました。
◎米国では、NPOで有償で働く人
は、全雇用率の7.9%あり、GPD
（国民総所得）の7%を占め、9割
の人が、NPOの下でボランティ
ア社会を形成している。
◎米国では、社会システムを変革す
るという意識で、エリート達も積
極的にNPOで働いている。

◎アドボカシー（advocacy=市民
が政策を提言していく活動）に関
わることで、行政は市民の中にあ
るという意識がある。
休憩の後、区内NPO法人 3 団体
の報告と討論会となりました。次の
ように悩みは同じだという印象です。
◎資金難で身銭を切り、人材不足で
時間が足りない。
◎経理のことや、毎年末の都への報
告が大変である。
総括として、再び、山岸氏の言葉
をいただきました。
◎パッション（情熱）とパワー
（力）で、ミッション（目的）に
取り組めば、お金と人材はついて
くる。躊躇せず、前に進むことが
大切だ。
長時間のシンポジウムでしたが、
時間の無駄を感じることなく帰路に
つきました。　　　　（編集部 高田）
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   編 集 後 記   

何年か前に、「僕と私の生きる道」
というタイトル名のドラマが放映さ
れていました。時間が無く鑑賞でき
なかったのですが、「弟と姉の生き
る道」として仕立ててみました。
弟は 20 代で統合失調症を発症し、
すでに病歴 15 年以上になりますが、
やっと自立への道を歩み始めました。
現在、援護寮で自立訓練をし、近い
将来、地域や医療従事者そして家族
に見守られながら、人の中で慎まし
く生活することが、夢です。「なん
てちっぽけな夢なんだ」とは、どう
か思わないでください。心に障害が
ある人にとって、当たり前のことを
することは、一般人が富士山を目指
すよりも大変なことなのです。
姉の生きる道は、精神障害者を持
つ家族として、社会にアンチスティ
グマを訴えることと、不治の病であ
る「統合失調症」解明のため、精神
疾患遺伝子解析研究プロジェクトの
被験者になることです。
母は、息子の病を「胡蝶の夢」の
話しだったら…、と言います。しか
し、この現実を受け入れること、そ
れは、自分の運命に責任を持つとい
うことですから、「弟と姉の生きる
道」は、有終の美を飾るその時まで、
幕引きにはなりません。（高田悦子）

◆◇練馬家族会 入会のご案内◇◆
一人で悩んでいることも、誰かに話せば解決の糸口が
あるかもしれません。また、個人ではできない社会へ
の働きかけも、皆で行なうことで、理想の実現が近づ

きます。この会報を読んでご興味を持たれましたら、
是非当会に入会してください。私達と一緒に明るい福
祉社会を築いて行きましょう。このページの右下に記
載しています発行所まで、ご連絡ください。あなたの
ご入会をお待ちしております。　　（練馬家族会一同）

区内各保健相談所「家族の集い」３月予定

生活支援センター「きらら」３月スケジュール
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今月は、本誌編集スケジュール
の都合で、この欄を掲載できません
でした。お問い合わせ・ご予約は、
☎ 03-3557-9222（きらら）まで直接
お願いします。または、きらら発

行の「たけのこ」誌やホームペー
ジ（http://www.neri-shakyo.com/
kirara/takenoko.html）でスケジュー
ルをご覧になれます。
水曜日・祝日はお休みです。

3 月 4 日（金）14:00 ～ 16:00
光が丘保健相談所
光が丘 2-9-6　☎ 03-5997-7722
3 月 4 日（金）13:00 ～ 15:00
関保健相談所
関町北 1-21-15　☎ 03-3929-5381
3 月 7 日（月）14:00 ～ 16:00
北保健相談所
北町 8-2-11　☎ 03-3931-1347

3 月 8 日（火）10:00 ～ 12:00
大泉保健相談所
大泉学園町 5-8-8　☎ 03-3921-0217
3 月 14 日（月）14:00 ～ 16:30
桜台保健相談所
豊玉上 2-22-15　☎ 03-3992-1188
3 月 14 日（月）14:00 ～ 16:00
石神井保健相談所
石神井町7-3-28　☎03-3996-0634

※初めての方は、事前に、各保健相談所の家族教室担当保健師か、地域の担
当保健師にご連絡ください。

練馬家族会 ３月度定例会
開催のお知らせ

日　時：3月 25 日（金）13:30 ～ 16:30
場　所：サンライフ練馬 2 階会議室
　　　　（貫井 1-36-18 ／☎ 03-3990-0185）

平成 17 年、いよいよ練馬家族会はNPO法人設立まで、秒読みに入りま
した。しかしながら、任意団体であってもNPO法人であっても、家族会活
動の基本は、同じ悩みを持った家族どうしが語り合う、定例会への参加です。
今年度最後の定例会
を、いつものサンラ
イフ練馬で開催しま
すので、これまで来
れなかった人も、ぜ
ひお越しください。

今回は、和室では
なく、2 階の会議室
になっていますので、
ご注意ください。


